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町田市は２月８日と１２日に鶴川市民センターで説明会を開きました。そこで示された内容は、驚くべ

きものです。鶴川図書館を廃館にして、かわりに市民が選んだ本を置いてコミュニティー施設にするとい

うものです。来年度からまず書棚を大幅に減らして、そこにテーブルや椅子を置いて、市民が集える場に

する。本の冊数も大幅に減らし、市立図書館ではないから図書館の本は置かない。図書館の本の予約・

受け渡し業務は地域の人を雇って、やってもらう。補助金をいくらか出して、運営団体をつのり、コミュニ

ティースペースの管理運営を委託する。そのイメージ画像がこれです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立の図書館であれば、検索機などを使って、図書館にある本を探す、町田市だけでなく他の市から

借りる、司書職員に相談する、探してもらう、こんなことがいろいろできます。でも、図書館でなくなった

ら・・・そういうことは鶴川駅前図書館に行ってすればいいという説明でした。 

この 2 回の説明会に参加した、合わせて 100 名近くの地域の人たちからは、鶴川図書館の市立図書

館としての存続を望んでの質問や意見が次々と出ていました。それに対して、市側は、公共施設再編計

画はすでに決まっていることとしてあくまで押し通す姿勢で、話し合いにはなりませんでした。          

2017年の存続を求める請願は全会一致で採択！ 

２０１７年「鶴川図書館の存続を求めて」「団地建て替えの計画に図書館をより良いかたちで入れるこ

と」を求めて、１４の町内会、自治会と商店会が市議会へ請願を出しました。私たちはたくさんの署名を

提出し、名店会と地域文庫の代表が意見陳述をし、市議会は全会一致で採択しました。この重い事実を

町田市は受け止めることなく計画を進めています。 

 

 

 

私たちの図書館を 

守りましょう 
〜2023年 2月 8日と 12日の鶴川図書

館再編に関する説明会で分かったこと〜 



下の表は、１月の図書館協議会（図書館・有識者・市民代表の諮問機関）に提出された市民アンケー

ト結果で、市内８館の図書館別満足度を調査したものです。わたしたちの鶴川図書館は、満足度５９.

１％で、８館中最高です。１９年度に対する２２年度の貸出点数の割合も８６.６％で他館と並ぶものです。

このように活用されている図書館を奪われてはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み良い町をめざして 

 最近、０歳から１４歳までの子どもの転入数が、全国で町田市が２番目に多い 

ことがわかりました。団地の真ん中に郵便局と市立図書館があるこの町の魅力 

を大切にして新しい住民を迎えましょう！図書館に歩いていける（車で行ける）町 

は、子育てにも、高齢者にも優しい町です。 

鶴川図書館存続の要望を市長へ伝えましょう！ 

 「市長への手紙」専用はがきは、市庁舎受付、市民センター、図書館、子ども 

センターなどに置いてありますし、専用はがき以外でも受け付けています。 

●郵送先：〒194-8520町田市森野２－２－２２ 町田市役所広聴課「市長への手紙」宛    

●FAX：０５０－３０８５－３１２７  ●町田市ホームページのメールフォームでも。 

これからも鶴川図書館をみんなで守っていきましょう 

  関心のある方はぜひ 鶴川図書館大好き！の会 へご連絡ください。 

←会の活動内容は、HPの QR コードからご覧ください。 

  鶴川図書館大好き！の会 事務局  

鈴木 090-1863-5174 suzumasa3964@gmail.com  

                        庄司 090-1851-5968 rio.bird.yoko2@gmail.com 


